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うなものであるのか、などの観点か ら、認識機能全般 における系列化の位置づけを論 じている。ま
た、事物 ・事象を系列化する行為の中に、数学的な意味での線形順序の諸法則に対応するような構
造を見いだすこともできることを指摘 し、われわれが保有する順序関係に関する知識と顕現的な系








行 っている。すなわち、幼児に具体物をサイズの大きさ(高 さ、太さ)に 従 って配列する各種の課
題を与えることとし、まず、各課題の構造を分析し、一定の課題提示条件や外的手がかりが、この
課題の解決を促進する可能性について検討 している。実験Hで は、事物を配列する際に、太さの次
元での順序関係(AはBよ り太い、BはCよ り太い)を 考慮に入れることは幼児にとって困難なも
のであるが、その関係をそれと同型的である物理的包含関係(Aは その内部にBを 含みうる)と し
て捉えさせれば、3歳 児においてさえも、この困難が緩和されるものであることを示 した。 これを
受けて、実験皿では、具体物を二次元(高 さ、太さ)的 に配列す る場合の、その配列原理、配列の
方略を学習させるための訓練 を幼児に与えた。この訓練 は、二次元的課題での彼 らの遂行を著 しく
促進 した。これらの結果 は、系列化行動は既知の目標一手段的行動(こ の場合、事:物を別の事物の
内部に収納するという訓練 に導入された行動)の 文脈と結びつくことにより促進されるという仮説
を、概ね支持するものであった。









れた。 この仮説は、実験田、mに おいて、所与の2項 間の順序関係(例 えばA>B)に 、 もう1項
(C)を 加えるための情報(第2の 前提;C〈B)が 、上述の条件 を満たす日本語の疑似分裂文






た。 これらのことか ら、結論 として、幼児による具体物の系列化の場合も、また、大学生による言
語的な系列推理の場合 も、現実的な目標一手段的活動(物 理的世界への働きかけや円滑なコミュニ
ケーションの実現)の 際に有効であるような既知の手がかりへの着目が、遂行 に必要な心内的な思
考の"場 所"で ある作動記憶への負荷を減 らし、その遂行を高める要因となるものであることが指
摘 された。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究 は、幼児による具体物の系列化課題、及 び大学生 による言語的な系列推理課題のいずれの場
合にも、共に、現実的な目標一手段的活動の際に有効であるような既知の手がかりへの着目が、課
題解決のための遂行に必要な心内的思考の"場 所"で ある作動記憶への負荷を減 ら、し、その遂行を

















ても賦活され、1個 の前提文で述べ られている2項 間の1順序に関する関係の把握、及び他の前提文
で述べられている順序関係 との統合が促進 され、結果的に、推理は効果的になされるであろうとす
る下位仮説を導出し、そのいずれにっいても、その妥当性を明らかに している。
以上のように、本研究は、類同的関係にある課題解決のいずれに関 しても、新 しい知見を加えて
いる。
よって、博士(教 育学)の 学位を授与するに適当と認める。
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